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大
阪
府
北
部
を
震
源
に
震
度
６
弱
の
地
震

が
発
生
し
た
1
8
日
、
県
内
で
も
岡
山
、
倉
敷

両
市
な
ど
で
震
度
３
を
観
測
し
た
。
県
に
よ

る
と
、
地
震
に
よ
る
負
傷
者
や
建
物
へ
の
被

害
な
ど
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
新
幹
線

の
ダ
イ
ヤ
が
大
幅
に
遅
れ
る
な
ど
交
通
が
乱

れ
、
修
学
旅
行
を
延
期
す
る
学
校
も
出
た
。

民
間
や
一
部
の
自
治
体
で
は
被
災
地
支
援
に

向
け
た
動
き
も
始
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
交
通

　
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
（
岡
山
市
北
区
）

の
改
札
口
付
近
は
、
新
幹
線
の

運
行
見
合
わ
せ
な
ど
で
地
震
直

後
か
ら
混
雑
し
た
。
利
用
客
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
運
行
状
況

を
確
認
し
、
勤
務
先
な
ど
に
連

絡
。
窓
口
に
は
、
切
符
の
払
い

戻
し
を
求
め
る
客
の
列
が
で
き

た
。

　
就
職
活
動
で
大
阪
市
へ
向
か

う
途
中
だ
っ
た
岡
山
大
４
年
山

本
有
悠
さ
ん
（
2
1
）
は
「
（
志
望

企
業
の
）
説
明
会
に
参
加
し
な

い
と
面
接
な
ど
に
進
め
な
い
と

聞
い
て
い
る
」
と
表
情
を
曇
ら

せ
た
。

　
修
学
旅
行
の
延
期
を
決
め
た

の
は
県
立
井
原
高
校
。
1
8
日
か被災地支援のための医療用具などを車に

(岡山市北区で)積むＡＭＤＡ職員

ら
３
泊
４
日
で
東
京
に
向
か
う

計
画
で
、
Ｊ
Ｒ
福
山
駅
か
ら
午

前
９
時
頃
の
新
幹
線
に
東
る
予

定
だ
っ
た
。
駅
の
コ
ン
コ
ー
ス

で
運
転
再
開
を
待
っ
た
が
、
生

徒
の
安
全
や
体
調
な
ど
に
配
慮

し
て
延
期
を
決
定
。
同
校
は
「
自

然
災
害
だ
け
に
ど
う
し
よ
う
も

な
い
。
思
い
出
に
残
る
修
学
旅

行
な
の
で
、
改
め
て
日
程
を
調

整
す
る
」
と
し
て
い
る
。

　
在
来
線
の
運
行
も
大
き
く
乱

れ
た
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
岡
山
支
社

に
よ
る
と
、
1
8
日
午
後
４
時
現

在
で
、
山
腸
線
は
三
石
駅
（
備

前
市
）
、
赤
穂
線
は
日
生
駅
（
同
）

よ
り
東
の
区
間
で
そ
れ
ぞ
れ
運

転
を
見
合
わ
せ
て
い
る
ほ
か
、

岡
山
－
鳥
取
間
の
特
急
「
ス
ー
ー

パ
ー
い
な
ば
」
計
８
本
が
運
休

や
部
分
運
休
し
た
。
瀬
戸
大
橋

線
は
午
後
１
時
3
0
分
頃
に
ほ
ぼ

正
常
運
転
に
戻
っ
た
が
、
快
速

マ
リ
ン
ラ
イ
ナ
ー
ー
な
ど
計
1
0
本

が
運
休
や
部
分
運
休
し
、
約
１

７
０
０
人
に
影
響
が
出
た
。

　
高
速
バ
ス
を
運
行
す
る
両
備

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
と
、
大
阪
線

や
京
都
線
な
ど
倉
敷
・
。
岡
山
発

着
の
５
路
線
計
7
1
本
（
共
同
運

行
使
含
む
）
が
運
休
し
た
。
1
9

白
は
通
常
通
り
運
行
す
る
予

定

　○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
流
通

　
近
畿
・
中
国
エ
リ
ア
で
ス
ー

パ
ー
を
展
開
す
る
「
山
陽
マ
ル

ナ
カ
」
べ
岡
山
市
南
区
）
は
、

大
阪
府
内
‥
‥
苫
舗
の
う
ち
３
店

舗
の
営
業
を
中
止
。
交
通
渋
滞

で
輸
送
が
遅
れ
て
い
る
と
い

い
、
1
9
日
以
降
も
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
と
い
う
。
広
報
担
当
者

は
「
各
店
舗
と
も
、
生
鮮
食
料

品
の
入
荷
が
遅
れ
て
い
る
。
売

り
上
げ
に
影
響
が
出
そ
う
だ
」

と
話
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
支
援

　
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
（
ア
ム
ダ
）
」
　
（
本
部
・
岡

山
市
北
区
）
は
被
災
地
支
援
に

つ
い
て
情
報
収
集
を
行
う
調
整

員
の
派
遣
を
決
定
。
1
8
日
午
後

１
時
頃
、
職
員
２
人
が
医
療
品

や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
非
常
食
な
ど

を
車
に
乗
せ
、
大
阪
方
面
へ
向

か
っ
た
。

　
ま
た
、
大
阪
府
高
槻
市
と
災

害
時
の
相
互
応
援
協
定
を
結
ぶ

真
庭
市
は
、
地
震
発
生
直
後
に

高
槻
市
に
連
絡
。
「
今
は
応
援

の
必
要
は
な
い
」
と
の
返
事
だ

っ
た
と
い
い
、
太
田
昇
市
長
は

　
「
応
援
の
要
請
が
あ
れ
ば
対
応

す
る
」
と
話
し
た
。


	page1

